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清瀬市都市計画マスタープラン改定～清瀬市の将来を良くするプロジェクトをつくろう！  

第２回「まちのにぎわいづくりを考えよう！」５月 12日（日）開催 

【Ａグループ】 

 

 
良いもの、問題になりそうなものとその活用内容 

【駅南口】 

◆高齢者が移動しやすい場所にしたい！ 

◆住んでいる人にとって魅力的なまちにしたい！ 

◆世界遺産目指すまちにふさわしい南口の整備を 

◆広場、都計道へ抜ける道路の計画 魅力ある駅前にするには…。 

◆古い駅舎 まるで昭和の駅舎 改築が必要 

◆駅前ロータリーの整備と安全対策 

◆駅前にあるケバケバしい色の建物 彩度の規制必要 

◆東久留米駅のように駅の片側壁を掲示板のように利用したら良い。東久留米はかなりの情報量が

そこから得られる。 

◆市民活動を紹介する→情報が集まる場にしたい 

◆市民ギャラリーがあるとよい 

 

【小金井街道】 

◆小金井街道の歩道の狭さ改善必要 

◆自転車利用できない 

◆小金井街道交差点清公入り口の道路を整備必要と考える 

◆清瀬高校前の狭くなっている箇所の改善（ボトルネックの改善） 
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良いもの、問題になりそうなものとその活用内容 

【中央公園】 

◆泊まれるイベント（プチキャンプ） 

◆テント張って自然を楽しめる場にしたい！ 

◆月２、３回使用許可申請あり→イベント利用はされている 

◆中央公園の整備 

自転車置きをきちんとしてほしい。現在は、思い思いの場所に置いている。最近は子どもも増え

たので、そこらに自転車があり、倒れてきたりしたら危険である。 

 

【ふれあい通り】 

◆食事ができてゆっくりできる場所にしたい！ 

◆個人商店を利用してもらえるようにしたい！ 

◆空き店舗の活用 

◆積極的に個人商店の誘致を働きかける（ＰＲの方法は思いつかないがチラシ等で掲示板に貼っ

たら） 

◆商店街としての役割を、達成する為に建替え工事をする場合は１Ｆ部分は店舗にする規制必要 

 

【松山緑地保全地域】 

◆緑地保全地域はあまり手を加えず自然のままが良い 

◆緑の保全と市民の為に有意義なスペースであると考える 

 

【日本ＢＣＧ製造研究所】 

◆ＢＣＧワクチン 国内唯一の製造所 小中学校の教育にもっと取り入れてみては！（地域学習） 

 

【沿道・道路】 

◆病院通りの歩道の整備（都道） 

 



3 

 清瀬市都市計画マスタープラン改定～清瀬市の将来を良くするプロジェクトをつくろう！  

第２回「まちのにぎわいづくりを考えよう！」５月 12日（日）開催 

【Ｂグループ】 

 

 
良いもの、問題になりそうなものとその活用内容 

【駅北口】 

◆駅構内に清瀬市の歴史がわかる資料の掲載をする（写真など） 

◆学生が集まれるスペースを 

 

【駅南口】 

◆学生が集まれるスペースを 

◆空き店舗活用 清瀬観光の拠点コンシェルジェ養成 

◆空き店舗・空き家の活用にあたって市のサポートがあるといい 

◆さらなるバリアフリー化 

◆空き店舗のチャレンジ的な活用 

 

【小金井街道】 

◆商店街の道幅（歩道）がせまいので往来が危ない 

 

【中央公園】 

◆中央公園の桜まつり屋台でも出して行くといいと思う 

◆中央公園でイベントの開催 

 高齢者と子どもたちのふれあい（昔話し会とか） 

◆緑や自然が豊かなので四季ごとに人が集うイベントの開催 

◆国立看護大学校との連携を 

◆いわゆる露店商の人たちではなく市民バザー的な出店でのみの市など 
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良いもの、問題になりそうなものとその活用内容 

 

【ふれあい通り】 

◆人通りが比較的多い場所になるため商店街の復活 

◆ふれあい通りの夏のお祭りいつも行きますが活気があってとてもいいです。 

 

【松山緑地保全地域】 

◆雑木林にならないように参加型イベントで手入れを 

◆緑地保全地域緑が残っていてとてもいいです。 

◆清瀬高校前のとおりのあじさいパーク 毎年きれいで楽しみです。 

【東京病院跡地内及び緑蔭通り】 

◆結核療養の地として医療歴史資源の活用 

◆オリエンテーリング 

 ・病院から病院関連 

 ・公園～緑地 

◆わかりやすい施設の案内板の設置 

◆外国人が滞在しやすい民家 空き家活用 

 

 


